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   Besacolin was clinically applied for the patientshaving dysuria, postoperative urinary 
retention or postoperative abdominal distention. 
   Postoperative patients, whom Besacolin given, became able to void and/or expell gas in 
rather early postoperative period comparing with those who did not take Besacolin. 
   Patients with dysuria from various causes greatly improved following oral administra-
tion of adequate doses of Besacolin. 




あつてエーザ イ株式会社に於 いて合成 された コ
リンエステル系の副交感神経充進剤で ある.本
剤は従来内科領域 に於 いて胃下垂,弛 緩 性便秘
などに対 して,又 外科領域 に於いて術後の腹部
ガス膨満に対 して用 いられ効果 が認め られ てい
る,
我々は今回工一ザ イ株式会社 より本剤の提供
をうけ,泌 尿器科領域に応用 し,効 果を認 めた
のでここに臨床知見を報告 する.












溶解度;水 には よく溶け,19は1ccの 水
にとけ る.ア ル コール10ccに19,脱 水 アル
コールには溶け に くい.ク ロロフオル ム,エ ー
テルに不溶で ある.
扇虫,点;217～221。C
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脊 髄 損 傷
動 脈 硬 化 症
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名和 田 ・江 間一 泌 尿 器 科領 域 にお け るBesacolinの応 用
総括並びに考按
1927年Villaretによつて初めて アセチル コ
リンが副交感神経 刺戟 剤 として臨床的 に使用 さ
れたが,ア セチル コ リンは体液 中で コ リンエス
テ ラーゼに より容易に分解 され るため効果 の消
失が早 く,又 純粋 なアセチル コ リンとしては使
用出来 ない欠点を有するため,そ の安定化 と作




はコ リソエステ ラーゼに対 して安定であ り,ニ
コチソ作用 もな く,又 常 用量では循環系に対 す
る影響 もない薬剤で ある.Bethanecholの臨
床的応用 として,外 科領域に於 いては術後腹部
膨満,ヒ ルシユスプル ング氏病,無 力陸イレウ
スに(Stafford,Carson,Machella),婦人科
領域に於いては分娩 後の尿閉 や術後の急性 尿閉
に用いられ効果 が認 め られ ている.(Lee,Sta-
rr,Fleming)
今回我 々が使 用 したBesacolinはこのBe-
thanecholの製 剤である.





に使用し,表1に 示す ように投 与群に於 いて非
投与群に比 して術後 自然排尿 までに要 した時問
に短縮の傾向が認 め られた.
術後の腹部膨満 に対 す る本剤の効果について
StaffordらはBethanecho1を30mgを術後
経 口的に投与 し対 照群に比 して投与群 に術後 の
腹部膨満 の発生頻度の減 少を認 め,Machella・
Grimsonらも迷 走神経切除術後の患者 に経 口
的及び皮下注射を行な い良好な成績をお さめた
と報告 している.又Steinらは麻痺性イ レウス
に用い20例中18例に症状 の軽快を認 めて いる.
我 々も術後患者 につ いて本剤 の効果を観察 し
たところ,表1に 示 す ように本 剤投与群 に於 い
て非投与群に比 して術後腸 内ガス排 出までに要
する時間に若干の短縮の傾 向を認 めた.
143
次に我 々は種 々の病 因による慢性の排尿困難
を来 した症例に本剤を経 口的 に投与 し た と こ
ろ,表2に 示す ように良好な成績 を収め得た.
即 ち11例の諸種病因による排尿 困難を訴えた症
例に1日30mg(0.6g)を8～20日間にわたつ
て経 口的に投与 し,大 多数 の症例に有効で あつ
た.
本 剤の副作用に就 てはその出現は稀 であ り,
特 に内服では殆んど考慮す る必要はない とされ
ているが,皮 下注射例では,Starrらは 胃 痙
攣,唾 液分泌充進,眩 畢,悪 心,喘 息様発作な
ど顔面潮紅 をあげ,Carsonらも胃痙攣,嘔 吐
を,Leeらは発汗,唾 液分泌充進,眩 畢及 び胃
痙攣 を認めている.
我 々の試用 した症例に於いてはかか る副作用
は全 例に見 出 されなかつた.
開腹術後の尿閉及び腹部膨満は患者並びに医
師を悩 ませる愁訴であつて,術 後成 るべ く早期
に麻痺状態 にある腸管及び膀胱 の機 能を賦活回
復 させ,術 後の経過 を順調にすることが望ま し
い.か かる 目的のために日常臨床に於 いて繁用
されている ものに コ リソエステル生成促進剤,
コリソエステラーゼ抑制剤及 び コリソエステル
などが あるが,我 々が今回試用 したBethane-
cho1製剤であるBesacolinは臨床的に安定且
つ有効 なコ リンエステル系薬剤 として多数の報
告 があ り,常 用量 では循環系に対 して副作用な




尿 困難 を主訴 とせる患者 を対象 として,術 後急
性 尿閉,術 後腹部膨満 に対す る効果 を検討 し次
の結論 を得た.
1)術 後 自然排気及び 自然排尿迄に要 する時
間は投 与群 に於 いて,非 投与群に比 してかな り
の短縮を認めた.
2)各 種病因に よる排尿困難を訴 えた患者 に
本剤の内服 を試み,大 多数 の症例に有効で あっ
た.


















8)池 尻 ・他=臨 床 外 科,6=69,昭36.




強 力抗 ヒスタ ミン剤
第自
第 一 製 薬
東 京 ・日本 橋
PiJJb-'一
(酒石 酸 ア リメ マ ジ ン)
包 装(100倍散)25SIOOS5009錠(2・5πの20錠10Ca,fi
シロ ツプ(O.05%)500ce→ 文 献 進 呈
